
演 題 一 覧
Ⅰ 宿題報告
学術講演 第１日目 ５月３１日（木）

会場 第１会場 パシフィコ横浜会議センター 「メインホール」 （１４：４０～１５：４０）

中継会場 第４会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０３」
展示会場 パシフィコ横浜展示ホール 「ホールＡ」

１．「上気道炎症の粘膜ワクチンによる制御」
司 会：山中 昇（藤沢御所見病院長）
演 者：黒野 祐一（鹿児島大学教授）

学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第１会場 パシフィコ横浜会議センター 「メインホール」 （１５：４０～１６：４０）

中継会場 第５会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０１」
展示会場 パシフィコ横浜展示ホール 「ホールＡ」

２．「QOLからみた耳科手術戦略」
司 会：村上 信五（名古屋市立大学教授）
演 者：阪上 雅史（兵庫医科大学教授）

Ⅱ 特別企画
学術講演 第１日目 ５月３１日（木）

会場 第１会場 パシフィコ横浜会議センター 「メインホール」 （９：００～９：３０）

中継会場 第２会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０１」
第４会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０３」
第５会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０１」
第６会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０２」
展示会場 パシフィコ横浜展示ホール 「ホールＡ」

「黎明期の耳鼻咽喉科教授の Frontier Spiritと欧州留学の成果」
司 会：古川 仭（金沢大学名誉教授）
演 者：加我 君孝（東京大学名誉教授）
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Ⅲ 会長講演
学術講演 第２日目 ６月１日（金）

会場 第１会場 パシフィコ横浜会議センター 「メインホール」 （１５：００～１５：３０）

中継会場 第５会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０１」
展示会場 パシフィコ横浜展示ホール 「ホールＡ」

「みみ・はな・のど・腫瘍を視る」
司 会：森山 寛（東京慈恵会医科大学名誉教授）
演 者：山岨 達也（東京大学教授）

Ⅳ 特別講演（専門医共通講習）
学術講演 第２日目 ６月１日（金）

会場 第１会場 パシフィコ横浜会議センター 「メインホール」 （１０：５０～１１：５０）

中継会場 第２会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０１」
第４会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０３」（※共通講習対象外会場）
第５会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０１」
第６会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０２」
展示会場 パシフィコ横浜展示ホール 「ホールＡ」（※共通講習対象外会場）

１．「ビッグデータ、人工知能、IoTの潮流とヘルスケアに与えるインパクト」
司 会：久 育男（京都学園大学副学長）
演 者：喜連川 優（国立情報学研究所長・東京大学生産技術研究所教授）

学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第１会場 パシフィコ横浜会議センター 「メインホール」 （１０：４０～１１：４０）

中継会場 第２会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０１」
第４会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０３」（※共通講習対象外会場）
第５会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０１」
第６会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０２」
展示会場 パシフィコ横浜展示ホール 「ホールＡ」（※共通講習対象外会場）

２．「夢を形に：ナノテクノロジーで創る体内病院
～あらゆる微小空間で生体機能をコントロールするナノマシンの創製～」

司 会：八木 聰明（医学社会貢献振興財団理事長）
演 者：片岡 一則（川崎市産業振興財団ナノ医療イノベーションセンター長）

日耳鼻 121―293



Ⅴ 招待講演（耳鼻咽喉科領域講習）
学術講演 第１日目 ５月３１日（木）

会場 第１会場 パシフィコ横浜会議センター 「メインホール」 （１５：５０～１６：５０）

中継会場 第４会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０３」（※領域講習対象外会場）
第５会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０１」
第６会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０２」
展示会場 パシフィコ横浜展示ホール 「ホールＡ」（※領域講習対象外会場）

「Hybrid Cochlear Implantation Long―Term Outcomes : Insights into the Future」
司 会：髙橋 晴雄（長崎大学名誉教授）
演 者：Bruce Gantz（アイオワ大学教授）

Ⅵ シンポジウム（耳鼻咽喉科領域講習）
学術講演 第１日目 ５月３１日（木）
会場 第１会場 パシフィコ横浜会議センター 「メインホール」 （９：３５～１１：３５）

中継会場 第２会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０１」
第４会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０３」（※領域講習対象外会場）
第５会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０１」
第６会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０２」
展示会場 パシフィコ横浜展示ホール 「ホールＡ」（※領域講習対象外会場）

１．「耳鼻咽喉科学の過去２５年の進歩と近未来の展望」
司 会：甲能 直幸（佼成病院長）

小林 俊光（仙塩利府病院耳科手術センター長）
シンポジスト：小川 郁（慶應義塾大学教授）

鈴木 衞（東京医科大学長）
川内 秀之（島根大学教授）
吉原 俊雄（東都文京病院部長）
大森 孝一（京都大学教授）
林 隆一（国立がん研究センター副院長）
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学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第１会場 パシフィコ横浜会議センター 「メインホール」 （１６：５０～１８：１０）

中継会場 展示会場 パシフィコ横浜展示ホール 「ホールＡ」（※領域講習対象外会場）
２．「ゲノム医療新時代：耳鼻咽喉科臨床への応用」

司 会：喜多村 健（湘南医療大学副学長）
シンポジスト：安藤 瑞生（東京大学講師）

松永 達雄（東京医療センター臨床遺伝センター長）
藤枝 重治（福井大学教授）
近松 一朗（群馬大学教授）

学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第３会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０２」 （１６：５０～１８：１０）

３．「AMED研究：耳科学・神経耳科学」
司 会：原 晃（筑波大学教授）
シンポジスト：小島 博己（東京慈恵会医科大学教授）

宇佐美真一（信州大学教授）
伊藤 壽一（滋賀県立総合病院研究所長）
岩﨑 真一（東京大学准教授）

学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第２会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０１」 （１３：５０～１５：１０）

４．「AMED研究：頭頸部癌領域」
司 会：竹中 洋（京都府立医科大学長）
シンポジスト：丹生 健一（神戸大学教授）

家根 旦有（近畿大学教授）
朝蔭 孝宏（東京医科歯科大学教授）
本間 明宏（北海道大学教授）

Ⅶ パネルディスカッション（耳鼻咽喉科領域講習）
学術講演 第２日目 ６月１日（金）

会場 第２会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０１」 （１６：５０～１８：１０）
１．「男女共同参画「女性医師の活躍の場を広げる」」

司 会：髙橋 姿（新潟大学長）
パネリスト：有本友季子（千葉県こども病院部長）

森田 由香（新潟大学講師）
丸山裕美子（黒部市民病院部長）
木村百合香（荏原病院医長）
古川まどか（神奈川県立がんセンター医長）
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学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第１会場 パシフィコ横浜会議センター 「メインホール」 （１３：５０～１５：１０）

中継会場 展示会場 パシフィコ横浜展示ホール 「ホールＡ」（※領域講習対象外会場）
２．「超高齢社会における高齢者医療への対応」

司 会：奥野 妙子（三井記念病院部長）
パネリスト：内田 育恵（愛知医科大学准教授）

増山 敬祐（山梨大学教授）
平野 滋（京都府立医科大学教授）
菅澤 正（埼玉医科大学教授）

学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第３会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０２」 （１３：５０～１５：１０）

３．「乳頭腫ウイルスをめぐる諸問題」
司 会：吉崎 智一（金沢大学教授）
パネリスト：鈴木 幹男（琉球大学教授）

室野 重之（福島県立医科大学教授）
安松 隆治（九州大学准教授）
猪原 秀典（大阪大学教授）

学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第４会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０３」 （１３：５０～１５：１０）

４．「短期滞在手術・外来手術の工夫と問題点」
司 会：春名 眞一（獨協医科大学教授）
パネリスト：湯浅 有（宮城県）

松脇 由典（東京都）
多田 靖宏（福島赤十字病院部長）
竹腰 英樹（東京都）

学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第５会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０１」 （１３：５０～１５：１０）

５．「内視鏡を駆使した手術手技の進歩」
司 会：塩谷 彰浩（防衛医科大学校教授）
パネリスト：欠畑 誠治（山形大学教授）

花澤 豊行（千葉大学准教授）
松延 毅（日本医科大学准教授）
原 浩貴（川崎医科大学教授）
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Ⅷ 教育セミナー（１～１５ 耳鼻咽喉科領域講習、１６～１８ 専門医共通講習）
学術講演 第２日目 ６月１日（金）

会場 第１会場 パシフィコ横浜会議センター 「メインホール」 （８：３０～９：３０）

中継会場 展示会場 パシフィコ横浜展示ホール 「ホールＡ」（※領域講習対象外会場）
１．「感音難聴の診断と治療」

司 会：伊藤 健（帝京大学教授）
演 者：川瀬 哲明（東北大学教授）

和田 哲郎（筑波大学准教授）

学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第２会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０１」 （８：３０～９：３０）

２．「めまいの鑑別診断：危ないめまいの見分け方」
司 会：肥塚 泉（聖マリアンナ医科大学教授）
演 者：堀井 新（新潟大学教授）

小川 恭生（東京医科大学教授）

学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第３会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０２」 （８：３０～９：３０）

３．「好酸球性中耳炎・副鼻腔炎の診断と治療」
司 会：飯野ゆき子（東京北医療センター科長）
演 者：竹野 幸夫（広島大学准教授）

山田武千代（秋田大学教授）

学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第４会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０３」 （８：３０～９：３０）

４．「嚥下障害の診断と治療」
司 会：兵頭 政光（高知大学教授）
演 者：西山耕一郎（神奈川県）

香取 幸夫（東北大学教授）

学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第５会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０１」 （８：３０～９：３０）

５．「エビデンスに基づく抗癌剤治療」
司 会：福田 諭（北海道医療大学教授）
演 者：折舘 伸彦（横浜市立大学教授）

清田 尚臣（神戸大学特命准教授）
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学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第６会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０２」 （８：３０～９：３０）

６．「甲状腺腫瘍治療の最新情報」
司 会：藤井 正人（永寿総合病院部長）
演 者：森谷 季吉（草津総合病院頭頸部甲状腺外科センター長）

折田 頼尚（熊本大学教授）

学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第４会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０３」 （１６：５０～１７：５０）

７．「小児難聴の診断と治療」
司 会：中川 尚志（九州大学教授）
演 者：土井 勝美（近畿大学教授）

樫尾 明憲（東京大学講師）

学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第５会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０１」 （１６：５０～１７：５０）

８．「メニエール病の診断と治療」
司 会：武田 憲昭（徳島大学教授）
演 者：曾根三千彦（名古屋大学教授）

北原 糺（奈良県立医科大学教授）

学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第６会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０２」 （１６：５０～１７：５０）

９．「睡眠時無呼吸症候群の診断と治療」
司 会：内藤 健晴（藤田保健衛生大学教授）
演 者：中田 誠一（藤田保健衛生大学教授）

千葉伸太郎（太田総合病院部長）

学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第７会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０３」 （１６：５０～１７：５０）

１０．「音声障害の診断と治療」
司 会：梅野 博仁（久留米大学教授）
演 者：讃岐 徹治（名古屋市立大学講師）

二藤 隆春（東京大学講師）
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学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第１会場 パシフィコ横浜会議センター 「メインホール」 （８：２０～９：２０）

中継会場 展示会場 パシフィコ横浜展示ホール 「ホールＡ」（※領域講習対象外会場）
１１．「急性中耳炎・滲出性中耳炎の治療」

司 会：藤岡 治（神奈川県）
演 者：保富 宗城（和歌山県立医科大学教授）

伊藤 真人（自治医科大学教授）

学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第２会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０１」 （８：２０～９：２０）

１２．「耳閉感の診断と治療」
司 会：小林 一女（昭和大学教授）
演 者：坂田 俊文（福岡大学教授）

大島 猛史（日本大学教授）

学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第３会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０２」 （８：２０～９：２０）

１３．「嗅覚障害・味覚障害の診断と治療」
司 会：西﨑 和則（岡山大学教授）
演 者：小林 正佳（三重大学准教授）

任 智美（兵庫医科大学講師）

学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第４会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０３」 （８：２０～９：２０）

１４．「中咽頭・下咽頭癌の経口的治療」
司 会：北野 博也（社会医療法人誠光会理事長）
演 者：山下 拓（北里大学教授）

楯谷 一郎（京都大学講師）

学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第５会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０１」 （８：２０～９：２０）

１５．「頸部腫瘤の診断と治療」
司 会：岩井 大（関西医科大学教授）
演 者：井口 広義（大阪市立大学教授）

星川 広史（香川大学教授）
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学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第１会場 パシフィコ横浜会議センター 「メインホール」 （１５：３０～１６：３０）

中継会場 第５会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０１」
第６会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０２」

１６．「医療倫理：医療倫理学入門」
司 会：平林 秀樹（獨協医科大学教授）
演 者：山本圭一郎（東京大学医療倫理学助教）

学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第２会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０１」 （１５：３０～１６：３０）

１７．「感染対策：感染症の現状～グローバル感染症～」
司 会：羽藤 直人（愛媛大学教授）
演 者：森屋 恭爾（東京大学感染制御学教授）

学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第３会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０２」 （１５：３０～１６：３０）

１８．「医療安全：病院・診療所での医療安全」
司 会：峯田 周幸（浜松医科大学教授）
演 者：住谷 昌彦（東京大学緩和ケア診療部長）

Ⅸ モーニングセミナー
学術講演 第２日目 ６月１日（金）

会場 第７会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０３」 （８：３０～９：３０）
１．「How to Make Clinical Trials～アレルギー性鼻炎を中心に～」

（田辺三菱製薬株式会社）
司 会：市村 恵一（石橋総合病院長）
演 者：岡野 光博（国際医療福祉大学教授）

学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第８会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０４」 （８：３０～９：３０）

２．「頭頸部癌の最先端医療～頭頸部外科医を目指す若手医師へ～」
司 会：吉本 世一（国立がん研究センター科長）
演 者：吉本 世一（国立がん研究センター科長）

Joseph Califano（カリフォルニア大学教授）
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学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第７会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０３」 （８：２０～９：２０）

３．「鼻疾患と睡眠」
（杏林製薬株式会社）
司 会：清水 猛史（滋賀医科大学教授）
演 者：太田 伸男（東北医科薬科大学教授）

Ⅹ ランチョンセミナー
学術講演 第１日目 ５月３１日（木）

会場 第１会場 パシフィコ横浜会議センター 「メインホール」 （１１：５０～１２：４０）
１．「Cochlear Electrode Design & Structure Preservation : Challenges & Future Directions」

（メドエルジャパン株式会社）
司 会：宇佐美真一（信州大学教授）
演 者：Claude Jolly（メドエル本社グローバル電極研究開発担当）

Akira Ishiyama（カリフォルニア大学教授）

学術講演 第１日目 ５月３１日（木）
会場 第２会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０１」 （１１：５０～１２：４０）

２．「耳鳴のリハビリテーション」
（リオン株式会社）
司 会：原 晃（筑波大学教授）
演 者：新田 清一（済生会宇都宮病院科長）

学術講演 第１日目 ５月３１日（木）
会場 第３会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０２」 （１１：５０～１２：４０）

３．「アレルギー性鼻炎に対する治療戦略」
（グラクソ・スミスクライン株式会社）
司 会：三輪 正人（日本医科大学教授）
演 者：竹内 裕美（鳥取大学教授）

学術講演 第１日目 ５月３１日（木）
会場 第４会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０３」 （１１：５０～１２：４０）

４．「アレルギー性鼻炎の舌下免疫療法～小児から成人まで効果的に安全に行うためのポイント～」
（鳥居薬品株式会社）
司 会：大久保公裕（日本医科大学教授）
演 者：湯田 厚司（三重県）
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学術講演 第１日目 ５月３１日（木）
会場 第５会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０１」 （１１：５０～１２：４０）

５．「耳鼻咽喉科で遭遇するムコ多糖症患者発見のポイント
～その症状！もしかしてムコ多糖症？～」

（サノフィ株式会社）
司 会：鈴木 光也（東邦大学教授）
演 者：守本 倫子（国立成育医療研究センター医長）

学術講演 第１日目 ５月３１日（木）
会場 第６会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０２」 （１１：５０～１２：４０）

６．「味覚障害の新しい知見～診断から治療まで～」
（ノーベルファーマ株式会社／株式会社メディパルホールディングス）
司 会：小林 一女（昭和大学教授）
演 者：西田 幸平（三重大学助教）

田中 真琴（日本大学助教）

学術講演 第１日目 ５月３１日（木）
会場 第９会場 パシフィコ横浜会議センター 「３１５」 （１１：５０～１２：４０）

７．「甲状腺進行癌に対する治療の最前線～ガイドラインから実臨床へ～」
（エーザイ株式会社）
司 会：丹生 健一（神戸大学教授）
演 者：門田 伸也（四国がんセンター部長）

学術講演 第１日目 ５月３１日（木）
会場 第１０会場 パシフィコ横浜会議センター 「４１１＋４１２」 （１１：５０～１２：４０）

８．「嗅覚検査と画像診断 国内外の動向」
（第一薬品産業株式会社）
司 会：池田 勝久（順天堂大学教授）
演 者：志賀 英明（金沢医科大学准教授）

学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第１会場 パシフィコ横浜会議センター 「メインホール」 （１２：００～１２：５０）

９．「高度・重度難聴治療における人工内耳の役割と将来像」
（株式会社日本コクレア）
司 会：小川 郁（慶應義塾大学教授）
演 者：内藤 泰（神戸市立医療センター部長）

Bruce Gantz（アイオワ大学教授）
安岡公美子（日野記念病院医長）
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学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第２会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０１」 （１２：００～１２：５０）

１０．「頭頸部癌の免疫療法における現状と課題」
（アストラゼネカ株式会社）
司 会：三谷 浩樹（がん研有明病院部長）
演 者：岡野 晋（国立がん研究センター医員）

学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第３会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０２」 （１２：００～１２：５０）

１１．「ダニアレルギー性鼻炎に対する舌下免疫療法：小児への期待」
（塩野義製薬株式会社）
司 会：増山 敬祐（山梨大学教授）
演 者：岡本 美孝（千葉大学教授）

学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第４会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０３」 （１２：００～１２：５０）

１２．「ガイドラインに基づいたアレルギー性鼻炎・花粉症治療～第２世代抗ヒスタミン薬を中心に～」
（Meiji Seikaファルマ株式会社／大鵬薬品工業株式会社）
司 会：黒野 祐一（鹿児島大学教授）
演 者：後藤 穣（日本医科大学教授）

学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第５会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０１」 （１２：００～１２：５０）

１３．「味覚と嗅覚～漢方薬の役割～」
（株式会社ツムラ）
司 会：藤枝 重治（福井大学教授）
演 者：山崎 裕（北海道大学口腔健康科教授）

三輪 高喜（金沢医科大学教授）

学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第６会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０２」 （１２：００～１２：５０）

１４．「エビデンスに基づいた頭頸部癌の治療戦略」
（メルクセローノ株式会社）
司 会：塚原 清彰（東京医科大学教授）
演 者：花井 信広（愛知県がんセンター医長）
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学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第７会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０３」 （１２：００～１２：５０）

１５．「耳科手術を安全に行うためのモニタリング機器の使用とその有効性」
（日本光電工業株式会社）
司 会：欠畑 誠治（山形大学教授）
演 者：金丸 眞一（北野病院部長）

学術講演 第２日目 ６月１日（金）
会場 第９会場 パシフィコ横浜会議センター 「３１５」 （１２：００～１２：５０）

１６．「内視鏡洗浄と安全管理」
（株式会社精研）
司 会：大森 孝一（京都大学教授）
演 者：鈴木 賢二（ヨナハ総合病院長）

遠藤 俊吾（福島県立医科大学小腸大腸肛門科教授）

学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第１会場 パシフィコ横浜会議センター 「メインホール」 （１１：５０～１２：４０）

１７．「HPV関連中咽頭癌の新 TNM分類に基づく治療戦略」
司 会：大上 研二（東海大学教授）
演 者：Joseph Califano（カリフォルニア大学教授）

学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第２会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０１」 （１１：５０～１２：４０）

１８．「頭頸部癌における薬物療法の新展開」
（小野薬品工業株式会社／ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社）
司 会：近松 一朗（群馬大学教授）
演 者：中島 寅彦（九州医療センター科長）

学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第４会場 パシフィコ横浜会議センター 「５０３」 （１１：５０～１２：４０）

１９．「補聴器とリハビリテーション」
（マキチエ株式会社）
司 会：柿木 章伸（神戸大学特命教授）
演 者：杉内 智子（東京都）
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学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第５会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０１」 （１１：５０～１２：４０）

２０．「きけば納得！眼科医が解説する抗アレルギー点眼薬の使い方」
（参天製薬株式会社）
司 会：髙村 悦子（東京女子医科大学眼科教授）

近藤 健二（東京大学准教授）
演 者：臼井 智彦（東京大学眼科准教授）

角 環（高知大学眼科講師）

学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第６会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０２」 （１１：５０～１２：４０）

２１．「鼻呼吸障害が精神に与える影響」
（サノフィ株式会社）
司 会：菊地 茂（埼玉医科大学教授）
演 者：橋爪 祐二（久留米大学精神神経科准教授）

学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第７会場 パシフィコ横浜会議センター 「３０３」 （１１：５０～１２：４０）

２２．「エキスパートから学ぶ ESS手技の基本と応用～ストレスフリーな手術を目指して～」
（オリンパス株式会社）
司 会：鴻 信義（東京慈恵会医科大学教授）
演 者：識名 崇（市立池田病院部長）

吉川 衛（東邦大学教授）

学術講演 第３日目 ６月２日（土）
会場 第９会場 パシフィコ横浜会議センター 「３１５」 （１１：５０～１２：４０）

２３．「指定難病 遅発性内リンパ水腫」
（第一医科株式会社）
司 会：武田 憲昭（徳島大学教授）
演 者：將積日出夫（富山大学教授）
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Ⅺ International Session

学術講演 第３日目 ６月２日（土）

第１会場（会議センター 1F メインホール）

IS 第１群 Vestibular Disorders （１２：５０～１３：４０）

座長：中山 明峰（名古屋市立大学）野村 泰之（日本大学）
IS―００１ Is it possible to differentiate vestibular migraine

from Meniere’s disease neurophysiologically?
Toshihisa
Murofushi

（Teikyo University School
of Medicine Mizonokuchi
Hospital）

IS―００２ Gain of Vestibulo―Ocular Reflex is affected by elec-
tric stimulation of cochlear implant

Ja―Won Koo （Seoul National University
Bundang Hospital）

IS―００３ Visual suppression of caloric nystagmus in progres-
sive supranuclear palsy

Rie Naito （Tokyo Metropolitan Neu-
rological Hospital）

IS―００４ Enlarged Translabyrinthine Approach with Transapi-
cal Extension for Cerebellopontine Angle Tumor

Mao―Che Wang （Taipei Veterans General
Hospital）

IS―００５ Effectiveness of the oval and round window rein-
forcement for Tullio phenomenon

Takuya Okamoto （Toho University Medical
Center Sakura Hospital）

第２会場（会議センター 5F 501）

IS 第２群 Rhinology （１２：５０～１３：４０）

座長：中丸 裕爾（北海道大学）松根 彰志（日本医科大学武蔵小杉病院）
IS―００６ Modulation of olfactory bulb interneurons acceler-

ated thallium―201 migration to olfactory bulb
Hideaki Shiga （Kanazawa Medical University）

IS―００７ Immunological characteristics in refractroy chronic
rhinosinusitis with nasal polyps

Dae Woo Kim （Seoul National University,
Boramae Medical Center）

IS―００８ Mesenchymal stem cells derived extracellular ves-
icles ameliorate allergic airway inflammation

Kyu―Sup Cho （Pusan National University
Hospital）

IS―００９ MMP9 regulation by SIRT―1 in sinonasal epithelium Masanobu Suzuki （Hokkaido University）

IS―０１０ Signal regulation of Chemokine in Chronic Rhinosi-
nusitis

Yih―Jeng Tsai （Shin Kong Wu Ho―Su
Memorial Hospital）
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第３会場（会議センター 5F 502）

IS 第３群 Otology （１２：５０～１３：４０）

座長：池園 哲郎（埼玉医科大学）宮下 武憲（香川大学）
IS―０１１ Development of novel criteria models for the predic-

tion of acoustic tumor using click and Chirp―
evocked ABR

Jun Ho Lee （Seoul National University
College of Medicine）

IS―０１２ Glutathione peroxidase 3 gene polymorphisms and
the risk of sudden sensorineural hearing loss

Chen―Yu Chien （Kaohsiung Medical Uni-
versity Hospital）

IS―０１３ miRNA let―7b/TLR7 signaling interaction : A novel
therapeutic target for auditory cell death

Ken Hayashi （Kamio Memorial Hospi-
tal）

IS―０１４ ICK participates in hearing function through regula-
tion of planar cell polarity in hair cells

Shio Okamoto （Kyoto Prefectural Univer-
sity of Medicine）

IS―０１５ The mitochondrial bioenergetics in cholesteatoma
keratinocytes under normoxic and hypoxic incuba-
tion

Cheng―Ping Shih （Tri―Service General Hos-
pital, National Defense
Medical Center）

第４会場（会議センター 5F 503）

IS 第４群 Head and Neck 1 （１２：５０～１３：４０）

座長：小川 徹也（愛知医科大学）假谷 伸（岡山大学）
IS―０１６ Tumor detection with transoral endoscopic examina-

tion
Koji Ebisumoto （Tokai University）

IS―０１７ Physiological artifacts in the measurement of shear
wave velocity in Head and Neck region

Takahiro Fukuhara （Tottori University）

IS―０１８ Manipulation of dynamic tumor blood vessel perme-
ability : nano―eruption

Yuta Inoue （The University of Tokyo）

IS―０１９ Future of Robotic surgery in Otorhinolaryngology Yoon Woo Koh （Yonsei University College
of Medicine, Severance
Hospital）

IS―０２０ Exploration of the minimally―invasive approach in
clinical difficulties of head and neck tumors

Chun―Nan Chen （National Taiwan Univer-
sity Hospital）
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第５会場（会議センター 3F 301）

IS 第５群 Laryngology （１２：５０～１３：４０）

座長：小川 真（大阪大学）千年 俊一（久留米大学）
IS―０２１ Texture properties of various contrast agent gels for

videofluoroscopic swallowing studies
Rumi Ueha （The University of Tokyo）

IS―０２２ Therapeutic effect of basic fibroblast factor for vocal
fold sulcus

Takeharu
Kanazawa

（International University of
Health and Welfare）

IS―０２３ Distribution of the tight junction proteins occludin,
ZO―1, and claudins in the laryngeal gland

Ryo Suzuki （Kyoto University）

IS―０２４ Effects of bFGF injection on the atrophied vocal
muscles after paralysis

Takao Goto （The University of Tokyo）

IS―０２５ Alterations of macrophage polarization in the in-
jured murine vocal fold

Shinji Kaba （Kyoto University）

第６会場（会議センター 3F 302）

IS 第６群 Head and Neck 2 （１２：５０～１３：４０）

座長：金子 賢一（長崎大学）成田 憲彦（福井大学）
IS―０２６ Pattern of Nodal Metastasis in Papillary Thyroid

Carcinoma among Filipinos
Precious Eunice
Grullo

（Philippine General Hospi-
tal）

IS―０２７ Prognostic Performance of a NewStaging Category
to Improve Discrimination of DSS in Oral Cancer

Ching―Chih Lee （Kaohsiung Veterans Gen-
eral Hospital）

IS―０２８ Overexpression of HEY2 is associated with ad-
vanced stage papillary thyroid cancer

Patricia Canja
Cielo

（Philippine General Hospi-
tal）

IS―０２９ Tumor―immune heterogeneity analysis for head and
neck cancer via multiplex IHC and image cytometry

Takahiro Tsujikawa （Kyoto Prefectural Univer-
sity of Medicine）

IS―０３０ Combination p53 analysis by sequencing and im-
munostaining for head and neck squamous cell car-
cinoma

Kenya Kobayashi （National Cancer Center
Hospital）
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Ⅻ 一般口演

学術講演 第１日目 ５月３１日（木）

第１会場（会議センター 1F メインホール）

第 １ 群 人工聴覚 （１７：００～１８：３０）

座長：岩崎 聡（国際医療福祉大学三田病院）東野 哲也（宮崎大学）
O―００１ 顔面神経走行異常を伴った外耳道閉鎖症に対する人

工中耳手術症例
日高浩史 （東北大学）

O―００２ リオン型から Vibrant Soundbridge（VSB）への人工
中耳埋め替え症例

東野哲也 （宮崎大学）

O―００３ 先天性難聴または言語習得前難聴で成人後に人工内
耳手術を行った症例の検討

南 修司郎 （東京医療センター）

O―００４ 良聴耳平均聴力レベル 90dB未満で人工内耳手術を
行った症例の検討

山本修子 （東京医療センター）

O―００５ 通常人工内耳と EAS（残存聴力活用型人工内耳）
のシームレス化

茂木英明 （信州大学）

O―００６ 残存聴力活用型人工内耳（EAS）適応聴力患者の検
討

齋藤和也 （近畿大学）

O―００７ 人工内耳術後の残存聴力温存予測因子の検討 高橋優宏 （国際医療福祉大学三田病
院）

O―００８ 逐時両側人工内耳手術における左右別術後聴取能の
検討

樫尾明憲 （東京大学）

O―００９ 術中コーンビーム CTによる人工内耳電極の評価 山本典生 （京都大学）
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第４会場（会議センター 5F 503）

第 ２ 群 化学療法 （１７：００～１８：３０）

座長：辻 裕之（金沢医科大学）西野 宏（自治医科大学）
O―０１０ ネダプラチンを用いた化学放射線療法の有効性およ

び有害事象の検討
奥田 弘 （大垣市民病院）

O―０１１ 再発転移性頭頸部扁平上皮癌に対するプラチナベー
ス化学療法・セツキシマブ併用療法の治療成績の多
施設検討

佐藤宏樹 （東京医科大学）

O―０１２ TPF療法におけるペグフィルグラスチム使用によ
る CRP値上昇

稲井俊太 （日本医科大学）

O―０１３ 進行期聴器扁平上皮癌に対する放射線併用超選択的
動注化学療法

杉本寿史 （金沢大学）

O―０１４ Cetuximab投与による間質性肺炎発症の危険因子の
検討

岡本伊作 （東京医科大学）

O―０１５ 高容量シスプラチン併用化学放射線療法の忍容性
～化学療法の完遂率と腎機能の関係性についての検
討～

進 武一郎 （久留米大学）

O―０１６ 頭頸部扁平上皮癌における COX―2発現と癌幹細胞
形質を介した化学療法抵抗性の関連の検討

斎藤 真 （慶應義塾大学）

O―０１７ 当科での頭頸部癌に対するニボルマブの使用経験 藤澤琢郎 （関西医科大学）

O―０１８ 再発頭頸部癌に対するニボルマブの使用経験 堀 龍介 （天理よろづ相談所病院）

第５会場（会議センター 3F 301）

第 ３ 群 難聴 （１７：００～１８：２０）

座長：佐々木 亮（弘前大学）佐藤 宏昭（岩手医科大学）
O―０１９ 耳科領域におけるステロイド治療時の de novo B型

肝炎対策
久保和彦 （千鳥橋病院）

O―０２０ 認知症予防のための聴覚検診 岸保鉄也 （がんぼクリニック）

O―０２１ 茨城における製造業事業所の騒音についてのアンケ
ート調査

和田哲郎 （筑波大学）

O―０２２ 日本人高齢難聴者における、純音聴力閾値と語音明
瞭度の統計

前田幸英 （岡山大学）

O―０２３ 突発性難聴に対するステロイド療法併用高気圧酸素
療法の治療開始時期についての検討

青山 準 （横浜労災病院）

O―０２４ 糖尿病患者の急性感音難聴に対する八味丸の有効性 竹越哲男 （竹越耳鼻咽喉科医院）

O―０２５ 皮質聾３症例の責任病巣の脳画像による同定の試み 穐吉亮平 （獨協医科大学埼玉医療セ
ンター）

O―０２６ STRC 遺伝子 Copy Number Variation（CNV）によ
る難聴と日本人難聴者における頻度

横田 陽 （信州大学）
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第６会場（会議センター 3F 302）

第 ４ 群 中耳・耳管 （１７：００～１８：３０）

座長：植田 広海（愛知医科大学）白馬 伸洋（帝京大学医学部附属溝口病院）
O―０２７ ワイドバンドティンパノメトリー（WBT）を用い

た滲出性中耳炎の診断
上出洋介 （かみで耳鼻咽喉科クリニ

ック）

O―０２８ 加圧室での調圧能検査から解る中耳バネポンプによ
る換気調圧現象（メカニズム）

村上力夫 （村上医院耳鼻咽喉科）

O―０２９ Visible TTAGの実際と有効性について 藤田京子 （細田耳鼻科 EAR CLINIC）

O―０３０ 耳管開放症例（非鼻すすり型）の検討 荒井真木 （浜松医療センター）

O―０３１ 癒着性中耳炎の耳管機能と対策 梅田裕生 （細田耳鼻科 EAR CLINIC）

O―０３２ 当科における耳硬化症手術症例の検討 梶原 啓 （宮崎大学）

O―０３３ 鼓室硬化症に対するアブミ骨手術 古川正幸 （順天堂大学）

O―０３４ 側頭骨炎症性腫瘤性病変に対する治療方針 粕谷健人 （慶應義塾大学）

O―０３５ 圧外傷を契機に発症した外リンパ瘻症例の検討 松田 帆 （埼玉医科大学）

第７会場（会議センター 3F 303）

第 ５ 群 免疫・アレルギー１ （１７：００～１８：３０）

座長：寺田 哲也（大阪医科大学）氷見 徹夫（札幌医科大学）
O―０３６ 鼻アレルギー患者における鼻閉と日常生活支障度の

関係
大木幹文 （北里大学メディカルセン

ター）

O―０３７ スギ花粉症舌下免疫療法の治療効果―京都府におけ
る２０１７年花粉飛散期の検討―

安田 誠 （京都府立医科大学）

O―０３８ 鼻科手術症例における下鼻甲介粘膜局所特異的 IgE
抗体の検討

石田麻里子 （日本医科大学武蔵小杉病
院）

O―０３９ 春季花粉症に合併する咳嗽―小児と成人の特徴につ
いて―

上條 篤 （山梨大学）

O―０４０ 当院における小児抗原感作の検討 川島佳代子 （大阪はびきの医療センタ
ー）

O―０４１ THP―1細胞からの IL―10産生を指標した唾液マイ
クロバイオーム予測法の開発

岡野光博 （国際医療福祉大学）

O―０４２ 吸入性抗原感作と腸内フローラの関係：年齢層別解
析―岩木健康増進プロジェクト２０１６の結果から―

松原 篤 （弘前大学）

O―０４３ 学校検診でアレルギー性鼻炎を指摘された小児にお
ける睡眠呼吸障害の調査

兵 行義 （川崎医科大学）

O―０４４ 当科における舌下免疫療法の現状と課題 阪本浩一 （大阪市立大学）
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第８会場（会議センター 3F 304）

第 ６ 群 鼻副鼻腔手術１ （１７：００～１８：３０）

座長：朝子 幹也（関西医科大学医療センター）野中 学（東京女子医科大学）
O―０４５ ESSを施行した歯性上顎洞炎症例の検討 山野貴史 （福岡歯科大学）

O―０４６ 当科で手術治療を行った歯性上顎洞炎症例の検討 村上亮介 （日本医科大学）

O―０４７ 当科における片側性副鼻腔疾患１８１例の検討―歯性
上顎洞炎の診断を中心に―

松居祐樹 （けいゆう病院）

O―０４８ 鼻腔狭窄例に対する全鼻腔側壁外方移動術 黄川田 徹 （鼻のクリニック東京）

O―０４９ Modified Transnasal Endoscopic Medial Maxillec-
tomyアプローチにて整復した眼窩底骨折症例の検
討

鈴木元彦 （名古屋市立大学）

O―０５０ ソノペットを使用した eFS―DCR（Endonasal flap su-
ture―DCR）の改良

舘野宏彦 （富山大学）

O―０５１ 経鼻内視鏡下頭蓋底手術における内頸動脈錐体部へ
のアプローチと耳管の処理法

田中秀峰 （筑波大学）

O―０５２ 鼻副鼻腔腫瘍に対する経鼻内視鏡下切除術一塊摘出
のためのアプローチ方法の検討

大村和弘 （東京慈恵会医科大学）

O―０５３ 医療画像処理技術を用いた、内視鏡下鼻副鼻腔手術
における客観的な手術技術評価システムの開発

関根瑠美 （東京慈恵会医科大学）

第９会場（会議センター 3F 315）

第 ７ 群 嗅覚・副鼻腔病態 （１７：００～１８：３０）

座長：都築 建三（兵庫医科大学）平川 勝洋（広島大学）
O―０５４ 嗅上皮障害後の再生におけるインスリンシグナルの

役割
久保木章仁 （モネル化学感覚研究所）

O―０５５ IGF―1経鼻投与による嗅球への神経新生細胞到達促
進の検討

中村有加里 （金沢医科大学）

O―０５６ オープンエッセンス法による感冒後嗅覚障害の検討 黒木俊介 （神戸大学）

O―０５７ 嗅覚検査と認知機能との関連性～岩木健康増進プロ
ジェクト健診の結果より～

三國谷由貴 （弘前大学）

O―０５８ アレルギー性鼻炎モデルマウスに対する新規低分子
化合物 SH―2251の治療効果

木谷卓史 （愛媛大学）

O―０５９ アレルギー感作モデルマウスにおける TRPV1およ
び TRPM8の発現の変化

清水裕也 （東京大学）

O―０６０ ナローバンド UVBがアレルギー性鼻炎モデルラッ
トの鼻症状と H１受容体遺伝子発現亢進に与える影
響

藤井達也 （JA高知病院）

O―０６１ 感冒時の鼻汁遊走細胞の特徴 森 幸子 （代々木の森耳鼻咽喉科）

O―０６２ 好酸球性副鼻腔炎と Pendrin発現の関連 朝守智明 （土浦協同病院）

121―312 2018



第１０会場（会議センター 4F 411＋412）

第 ８ 群 甲状腺悪性 （１７：００～１８：３０）

座長：志賀 清人（岩手医科大学）脇坂 尚宏（金沢大学）
O―０６３ 当科における甲状腺癌症例の臨床的検討 堤内俊喜 （福井大学）

O―０６４ 当科における甲状腺乳頭癌症例の検討（旧分類と新
分類の比較）

音在信治 （大阪国際がんセンター）

O―０６５ 当院における甲状腺分化癌再発症例の検討 藤田紘子 （横浜市立市民病院）

O―０６６ 甲状腺乳頭癌に対する術前遠隔転移検索 福家智仁 （伊勢赤十字病院）

O―０６７ 頸部リンパ節転移を主訴とした甲状腺オカルト癌６
症例の検討

間多祐輔 （総合南東北病院）

O―０６８ 当科における甲状腺癌咽頭後リンパ節転移症例 林 崇明 （東京大学）

O―０６９ 咽頭神経叢を温存するルビエールリンパ節郭清術 吉田尚生 （大阪赤十字病院）

O―０７０ 当科におけるレンバチニブの使用経験 山内盛泰 （佐賀大学）

O―０７１ 甲状腺全摘術における副甲状腺機能温存法の検討 市川千恭 （がん研有明病院）

第１１会場（会議センター 4F 413）

第 ９ 群 頭頸部腫瘍基礎１ （１７：００～１８：３０）

座長：荒木 幸仁（防衛医科大学校）金澤 丈治（国際医療福祉大学）
O―０７２ 脱メチル化酵素 TET遺伝子の解析 三澤 清 （浜松医科大学）

O―０７３ 頸動脈小体腫瘍症例における SDHB・SDHD の生
殖細胞系列遺伝子変異、および腫瘍組織内蛋白発現
の解析

吉浜圭祐 （慶應義塾大学）

O―０７４ 鼻副鼻腔内反性乳頭腫の悪性転化に関与する遺伝子
変異の解析

安川真一郎 （北海道大学）

O―０７５ 頭頸部癌における resveratrolの癌進展の抑制・治
療効果の向上

三上慎司 （奈良県立医科大学）

O―０７６ ヘルパーペプチドワクチンの実用化に向けたアジュ
バントの開発

熊井琢美 （旭川医科大学）

O―０７７ 進行頭頸部扁平上皮癌における循環癌細胞の検出と
その分子生物学的解析

桑原有紀 （群馬大学）

O―０７８ 頭頸部癌における癌抑制遺伝子のプロモーター領域
の DNAメチル化について

今井篤志 （浜松医科大学）

O―０７９ 中咽頭癌における網羅的エピゲノム解析 中川拓也 （千葉大学）

O―０８０ microRNA発現と HPV陰性中咽頭扁平上皮癌の照
射感受性に関する検討

小柏靖直 （埼玉医科大学国際医療セ
ンター）
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第１２会場（会議センター 4F 414＋415）

第 １０ 群 唾液腺癌他 （１７：００～１８：３０）

座長：嶋根 俊和（昭和大学）細川 誠二（浜松医科大学）
O―０８１ 当科における耳下腺悪性腫瘍例の検討 八木正夫 （関西医科大学）

O―０８２ 当科における耳下腺癌の予後因子の検討 中野貴史 （九州がんセンター）

O―０８３ 当科における耳下腺癌１８０例の治療成績 河田 了 （大阪医科大学）

O―０８４ 唾液腺導管癌における遺伝子発現解析および発生様
式間の比較検討

鈴木崇祥 （北海道大学）

O―０８５ 唾液腺導管癌における重要な治療標的分子の遺伝子
変異と蛋白発現：その予後・組織発生との関連

志村智隆 （昭和大学藤が丘病院）

O―０８６ レンバチニブを使用した切除不能唾液腺腺様嚢胞癌
症例の報告

田辺輝彦 （横浜市立大学）

O―０８７ Ｍ０頭頸部腺様嚢胞癌２７例における治療選択と治療
後経過

今野昭義 （総合南東北病院）

O―０８８ 頭頸部腺様嚢胞癌６３例の臨床統計 石田英一 （東北大学）

O―０８９ 頭頸部腺様嚢胞癌：予後因子の解析と、遠隔転移例
に対する局所治療についての検討

瀬戸 陽 （がん研有明病院）

第１３会場（会議センター 5F 511＋512）

第 １１ 群 スポーツ （１７：００～１８：１０）

座長：東海林 史（東北医科薬科大学）三代 康雄（兵庫医科大学）
O―０９０ スイミングクラブの競泳選手における耳鼻咽喉科疾

患について―鼻を中心に―
大谷真喜子 （和歌山県立医科大学）

O―０９１ 耳管機能障害を伴うダイバー患者への自己通気装置
（オトヴェント）の効果について

北島尚治 （北島耳鼻咽喉科医院）

O―０９２ 弓道競技における平衡・運動機能に対する感覚代行
フィードバックトレーニングの効果

山中敏彰 （奈良県立医科大学）

O―０９３ 過重力環境下での両腕協調運動における耳石器の関
与とスポーツにおける機能的意義

和田佳郎 （和田耳鼻咽喉科医院）

O―０９４ 高飛込と飛板飛込における平衡３入力依存度の違い
について

酒谷英樹 （和歌山県立医科大学）

O―０９５ 耳鼻咽喉科医のためのアンチ・ドーピング知識 福田裕次郎 （川崎医科大学）

O―０９６ スポーツドクター、ドクタースキーパトロールとし
ての耳鼻咽喉科医の役割

細川美佳 （ほそかわ耳鼻咽喉科クリ
ニック）
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学術講演 第２日目 ６月１日（金）

第１会場（会議センター 1F メインホール）

第 １２ 群 鼻副鼻腔手術２ （９：４０～１０：４０）

座長：加瀬 康弘（埼玉医科大学）和田 弘太（東邦大学医療センター大森病院）
O―０９７ 涙嚢鼻腔吻合術（DCR）における眼科との連携～

１０７例の経験～
菊地俊晶 （JCHO仙台病院）

O―０９８ Open septorhinoplastyの適応と工夫 横井秀格 （杏林大学）

O―０９９ 内視鏡下鼻内副鼻腔手術における簡便な前頭洞への
アプローチ

比野平恭之 （神尾記念病院）

O―１００ 当院で施行した経鼻内視鏡下涙嚢鼻腔吻合術の検討 井伊里恵子 （筑波大学）

O―１０１ 水供給下での内視鏡下鼻副鼻腔手術について 達富真司 （細田耳鼻科 EAR CLINIC）

O―１０２ 内視鏡下鼻副鼻腔手術における嗅裂処理について 森 恵莉 （東京慈恵会医科大学）

第２会場（会議センター 5F 501）

第 １３ 群 中下咽頭癌 （９：４０～１０：４０）

座長：鵜久森 徹（愛媛大学）三浦 弘規（国際医療福祉大学三田病院）
O―１０３ 経口的咽頭腫瘍切除術を行った中咽頭癌症例の検討 小澤宏之 （慶應義塾大学）

O―１０４ 中下咽頭表在癌症例に対する経口的切除術後の長期
成績

谷口雅信 （恵佑会札幌病院）

O―１０５ 下咽頭表在癌における頸部リンパ節転移の危険因子
に関する病理組織学的検討

今井隆之 （宮城県立がんセンター）

O―１０６ p16陰性中咽頭癌と下咽頭癌は同様の治療成績か？ 喜井正士 （大阪国際がんセンター）

O―１０７ 中下咽頭癌に対する TPF療法時の有害事象予測因
子としての hematological inflammatory markerの
有用性

御子柴卓弥 （慶應義塾大学）

O―１０８ 音声機能の温存が求められた進行頸部食道癌症例に
対する治療経験

益田宗幸 （九州がんセンター）
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第３会場（会議センター 5F 502）

第 １４ 群 頭頸部腫瘍 （９：４０～１０：４０）

座長：河田 了（大阪医科大学）古阪 徹（日本大学）
O―１０９ 当センター開設後における頸部神経鞘腫手術症例の

検討
北嶋達也 （昭和大学）

O―１１０ 頸部神経鞘腫の増大に関する臨床的検討 嶋根俊和 （昭和大学）

O―１１１ 耳下腺良性腫瘍手術症例の検討 大原浩達 （筑波大学）

O―１１２ 当科における耳下腺腫瘍の臨床的検討 上野裕也 （大阪労災病院）

O―１１３ 再発多形腺腫に対する臨床的および病理組織学的検
討

栗山達朗 （大阪医科大学）

O―１１４ 耳下腺前方腫瘍の病態および手術手技と治療効果の
検討

大村修士 （済生会中津病院）

第４会場（会議センター 5F 503）

第 １５ 群 頭頸部支持療法 （９：４０～１０：４０）

座長：中溝 宗永（日本医科大学）肥後隆三郎（順天堂大学医学部附属浦安病院）
O―１１５ 当センターで施行した陰圧閉鎖療法症例の検討 櫛橋幸民 （昭和大学）

O―１１６ 口腔咽頭皮膚瘻、頸部リンパ漏に対する陰圧閉鎖療
法

門田英輝 （九州大学）

O―１１７ 局所進行頭頸部癌に対する化学放射線治療における
EPA含有栄養機能食品の有効性

太田一郎 （奈良県立医科大学）

O―１１８ 体組成分析装置を用いた治療前の頭頸部癌患者の栄
養評価

北野睦三 （近畿大学）

O―１１９ 頭頸部癌再建手術後の ICUせん妄に対する抑肝散
の使用経験

西村文吾 （筑波大学）

O―１２０ 当科における頭頸部がん終末期症例の転院調整の現
状と課題

岸野毅日人 （香川大学）
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第５会場（会議センター 3F 301）

第 １６ 群 嚥下１ （９：４０～１０：４０）

座長：梅崎 俊郎（福岡山王病院）田山 二朗（国立国際医療研究センター）
O―１２１ 気管食道吻合術および気管食道瘻作成術（TED with

TEP）症例の検討
安達一雄 （福岡山王病院）

O―１２２ 誤嚥防止術の術式による適応の検討 鮫島靖浩 （熊本大学）

O―１２３ 喉頭挙上術における喉頭と舌骨の術後変化に関する
検討

稲木香苗 （佐野厚生総合病院）

O―１２４ 乳児期より遷延する嚥下障害に対して嚥下能改善術
を行い、常食摂取可能となった小児例

三枝英人 （東京女子医科大学八千代
医療センター）

O―１２５ 進行中咽頭側壁癌の治療後嚥下機能障害に関する多
施設前向き試験（中間報告）

丸尾貴志 （名古屋大学）

O―１２６ 局所進行口腔癌手術における摂食嚥下障害の危険因
子の検討

大越 明 （東北大学）

第６会場（会議センター 3F 302）

第 １７ 群 音声言語 （９：４０～１０：４０）

座長：田村 悦代（東海大学医学部付属東京病院）牧山 清（日本大学）
O―１２７ ヒト声帯粘膜の組織幹細胞―ヒト声帯黄斑細胞の分

化能―
佐藤文彦 （久留米大学）

O―１２８ 発声状態を客観的に評価するボイスマップ新内節浄
瑠璃での音色の変化

斉田晴仁 （さいだ耳鼻咽喉科クリニ
ック）

O―１２９ 声の解析結果を時間軸を合わせて同時記録する喉頭
動画像管理に関する再考

加納 滋 （加納耳鼻咽喉科医院）

O―１３０ 学校健診で指摘された構音障害に関する報告 木村美和子 （本郷耳鼻咽喉科クリニッ
ク）

O―１３１ 当科における音声治療についての検討 田口亜紀 （松山赤十字病院）

O―１３２ 痙攣性発声障害におけるモーラ法による重症度評価
の意義と問題点

兵頭政光 （高知大学）
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第７会場（会議センター 3F 303）

第 １８ 群 口腔・咽頭 （９：４０～１０：４０）

座長：鈴木 雅明（帝京大学ちば総合医療センター）高野 賢一（札幌医科大学）
O―１３３ 当センターにおける睡眠呼吸障害に対する手術療法

の効果
久松建一 （久松耳鼻咽喉医院）

O―１３４ レーザー穿刺メスを応用した唾石症、扁桃周囲膿瘍
手術

木村 仁 （木村耳鼻咽喉科医院）

O―１３５ 経口的手術（ELPS）で切除しえた下咽頭血管腫例
の検討

坪井秀之 （自衛隊札幌病院）

O―１３６ 唾液腺内視鏡のみで摘出可能な耳下腺唾石に関する
術前評価項目の検討

近藤律男 （東京女子医科大学）

O―１３７ 当院での顎下腺深部・移行部唾石に対する内視鏡手
術と口内法手術の位置づけ

久満美奈子 （千葉市立海浜病院）

O―１３８ APAP最大圧予測式の応用と考察 星野忠彦 （星野耳鼻咽喉科）

第８会場（会議センター 3F 304）

第 １９ 群 免疫・アレルギー２ （９：４０～１０：４０）

座長：青井 典明（島根大学）鈴木 正志（大分大学）
O―１３９ 鼻腔投与型インフルエンザウイルスワクチンにおけ

る付加アジュバントによる免疫細胞応答
川野利明 （大分大学）

O―１４０ PspA経皮ワクチンによる免疫応答の誘導 永野広海 （鹿児島大学）

O―１４１ 肺炎球菌ワクチン接種後のホスホリルコリン経鼻追
加免疫の効果（第２報）

大堀純一郎 （鹿児島大学）

O―１４２ ILC2活性化による鼻粘膜炎症増悪とステロイド抵
抗性獲得

森川太洋 （福井大学）

O―１４３ スギ花粉症に対する免疫療法のメカニズムについて
の検討

寺田哲也 （大阪医科大学）

O―１４４ 加齢に伴う機能性リンパ球サブセットの数的、質的
変化と免疫能との関係

伊藤史恵 （札幌医科大学）
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第９会場（会議センター 3F 315）

第 ２０ 群 ANCA・好酸球性中耳炎 （９：４０～１０：４０）

座長：原渕 保明（旭川医科大学）松原 篤（弘前大学）
O―１４５ ANCA関連血管炎性中耳炎の聴力予後に関する検討 岡田昌浩 （愛媛大学）

O―１４６ ANCA関連血管炎性中耳炎（OMAAV）の当院での
診療体制

鈴木宏隆 （日本医科大学）

O―１４７ ANCA関連血管炎性中耳炎における好中球細胞外ト
ラップの発現

森田真也 （北海道大学）

O―１４８ 喘息に対するメポリズマブ治療が奏効した好酸球性
中耳炎の２症例

瀬尾友佳子 （東京女子医科大学）

O―１４９ 重症喘息に併発した好酸球性中耳炎に対する抗 IL―
5抗体mepolizumabの臨床効果

洲崎勲夫 （昭和大学）

O―１５０ 粘膜病変を有する好酸球性中耳炎に対する治療 江洲欣彦 （自治医科大学附属さいた
ま医療センター）

第１０会場（会議センター 4F 411＋412）

第 ２１ 群 中耳手術 （９：４０～１０：４０）

座長：濱田 昌史（東海大学）松田 圭二（宮崎大学）
O―１５１ 鼻すすり癖のある弛緩部型真珠腫に対する手術法の

検討
遠藤志織 （浜松医科大学）

O―１５２ 当科で鼓室形成術を行った二次性真珠腫の臨床的検
討

松井和夫 （聖隷横浜病院）

O―１５３ 真珠腫 Canal wall down with canal reconstruction手
術症例の再発の検討

鴫原俊太郎 （日本大学）

O―１５４ 当科の真珠腫症例における鼓室洞進展の検討―中耳
真珠腫進展度分類２０１５年改訂案を用いた分析―

茂木雅臣 （東京慈恵会医科大学）

O―１５５ 外耳道後壁削除型鼓室形成における耳後部有茎筋膜
弁の使用

小宗徳孝 （九州大学）

O―１５６ 経外耳道的内視鏡下耳科手術における段階的鼓室形
成術

西池季隆 （大阪労災病院）
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第１１会場（会議センター 4F 413）

第 ２２ 群 補聴器 （９：４０～１０：３０）

座長：佐野 肇（北里大学）山川 卓也（山川耳鼻咽喉科医院）
O―１５７ 軟骨伝導補聴器の臨床試験の結果 西村忠己 （奈良県立医科大学）

O―１５８ 当科補聴器外来における補聴器適合の現況 原口美穂子 （日本医科大学多摩永山病
院）

O―１５９ 補聴器外来における工夫 大西 俊 （名古屋第一赤十字病院）

O―１６０ 集音器と補聴器の特性および客観的、主観的評価に
関する検討

亀井昌代 （岩手医科大学）

O―１６１ 重複障害児者の補聴器装用について 別府玲子 （愛知県青い鳥医療療育セ
ンター）

第１２会場（会議センター 4F 414＋415）

第 ２３ 群 めまい検査 （９：４０～１０：４０）

座長：伊藤 彰紀（埼玉医科大学）室伏 利久（帝京大学医学部附属溝口病院）
O―１６２ メニエール病におけるカロリックテストと vHITの

結果の乖離に関する検討
瀬尾 徹 （近畿大学）

O―１６３ 前・後半規管の定量的 head impulse test（vHIT） 牛尾宗貴 （東邦大学医療センター佐
倉病院）

O―１６４ vHITを用いた耳科手術後の半規管機能評価 新藤 晋 （埼玉医科大学）

O―１６５ 当科における造影MRIによる内耳リンパ水腫の評
価と神経耳科的検査との相関

和田 翠 （東邦大学医療センター佐
倉病院）

O―１６６ 同一の内リンパ水腫症例に対して２社製機器で施行
した内耳造影MRI検査の比較

小泉敏三 （ベルランド総合病院）

O―１６７ 一側半規管麻痺１２２例のMR脳槽撮影画像に基づく
椎骨脳底動脈、前下小脳動脈、後下小脳動脈の走行
形態の検討

丸山絢子 （東京医科歯科大学）
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第１３会場（会議センター 5F 511＋512）

第 ２４ 群 内耳基礎１ （９：４０～１０：４０）

座長：川島 慶之（東京医科歯科大学）坂口 博史（京都府立医科大学）
O―１６８ 胎生期マウス蝸牛における内有毛細胞・外有毛細胞

パターン形成とシグナル伝達系の関与
楯谷智子 （京都大学ウイルス・再生

医科学研究所）

O―１６９ otosphereのマイクロアレイ比較解析による内耳の
蝸牛幹／前駆細胞維持にかかわる転写因子の探索

伊木健浩 （京都大学）

O―１７０ 聴力実験に適するマウス血統の解明 古谷彰子 （あさま研究所）

O―１７１ LOXHD1b遺伝子 knock outゼブラフィッシュの作
成について

樽本俊介 （山口大学）

O―１７２ 音波による側線器有毛細胞の Reactive Oxygen Spe-
ciesの検討

広瀬敬信 （山口大学）

O―１７３ 炎症性サイトカインが側線器有毛細胞に及ぼす影響
について

菅原一真 （山口大学）
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学術講演 第３日目 ６月２日（土）

第１会場（会議センター 1F メインホール）

第 ２５ 群 頭頸部腫瘍基礎２ （９：３０～１０：３０）

座長：倉富勇一郎（佐賀大学）益田 宗幸（九州がんセンター）
O―１７４ 上咽頭癌において EBV―LMP1が誘導する IRF7の

核内発現は転移を促進するか―第二報―
近藤 悟 （金沢大学）

O―１７５ EBV関連上咽頭癌にセマフォリン 3Aの局在とその
意義（第２報）

井本智子 （金沢大学）

O―１７６ HPV―中咽頭癌における癌幹細胞の同定と特徴の
証明

グンデゥズ
メーメット

（和歌山県立医科大学）

O―１７７ HPV陽性中咽頭がんにおける放射線・化学療法感
受性を増大させる遺伝子群の探索

鈴木琢也 （和歌山県立医科大学）

O―１７８ 甲状腺未分化癌における上皮間葉移行関連因子と
microRNA200bの関係

玉川俊次 （和歌山県立医科大学）

O―１７９ 当科における頭頸部癌 PDXモデル５例の検討（第
２報）

上野春菜 （金沢大学）

第２会場（会議センター 5F 501）

第 ２６ 群 鼻副鼻腔腫瘍１ （９：３０～１０：３０）

座長：太田 康（東邦大学医療センター佐倉病院）横井 秀格（杏林大学）
O―１８０ 当科における鼻副鼻腔乳頭腫症例の検討 柴田邦彦 （横浜市立大学附属市民総

合医療センター）

O―１８１ 当院における鼻副鼻腔内反性乳頭腫治療の現状 清水順一 （岩野耳鼻咽喉科サージセ
ンター）

O―１８２ 鼻副鼻腔内反性乳頭腫に対する手術症例の検討 猪狩雄一 （慶應義塾大学）

O―１８３ 鼻副鼻腔乳頭腫の術後再発のマーカーとしての血中
SCC抗原の検討

北村嘉章 （徳島大学）

O―１８４ 鼻副鼻腔悪性腫瘍に対する鼻内内視鏡下手術例の検
討

南 和彦 （埼玉医科大学国際医療セ
ンター）

O―１８５ 当院における嗅神経芽細胞腫の治療方針と成績 中丸裕爾 （北海道大学）
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第３会場（会議センター 5F 502）

第 ２７ 群 免疫・アレルギー３ （９：３０～１０：２０）

座長：白崎 英明（札幌医科大学）竹内 万彦（三重大学）
O―１８６ ヒト鼻粘膜線毛細胞における振動数・振幅の測定

法：[Cl―]iによる振幅調節
乾 隆昭 （京都府立医科大学）

O―１８７ アセチルコリン刺激によるヒト鼻粘膜線毛運動の制
御メカニズム

鈴木秀明 （産業医科大学）

O―１８８ ヒト鼻粘膜上皮細胞での上皮バリアおよび線毛形成
の調節における転写因子 p63の役割

金子躍人 （斗南病院）

O―１８９ 抗原および高張食塩水鼻誘発後の鼻呼気凝集液中過
酸化水素量の変動

酒主敦子 （日本医科大学）

O―１９０ 圧刺激に対する粘膜上皮の Ca２＋ オシレーション 三輪正人 （日本医科大学）

第４会場（会議センター 5F 503）

第 ２８ 群 嚥下２ （９：３０～１０：３０）

座長：大前由紀雄（大生水野クリニック）堀口 利之（北里大学）
O―１９１ 筋萎縮性側索硬化症における嚥下機能の解析 河本勝之 （草津総合病院）

O―１９２ Presbyphagia（老人性嚥下）における嚥下咽頭期の
特徴

唐帆健浩 （杏林大学）

O―１９３ 特に既往を有さない健常小児に発症する固形物の摂
取困難例について

田邉愛弓 （東京女子医科大学八千代
医療センター）

O―１９４ 重力に依存した嚥下運動の数値流体力学シミュレー
ションの開発

太田 淳 （東北大学）

O―１９５ カプサイシン軟膏による外耳道刺激を３カ月以上行
った嚥下性肺炎既往のある患者の検討

近藤英司 （徳島大学）

O―１９６ カプサイシンを使った外耳道刺激による肺炎予防の
及ぼす医療経済効果

陣内自治 （阿南共栄病院）
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第５会場（会議センター 3F 301）

第 ２９ 群 TEES （９：３０～１０：３０）

座長：小林 泰輔（高知大学）谷口雄一郎（聖マリアンナ医科大学）
O―１９７ 生体ヒツジを用いた水中内視鏡下耳科手術トレーニ

ング
山内大輔 （東北大学）

O―１９８ 内視鏡下耳科手術における機器の変位―視線による
変化について―

國本泰臣 （鳥取大学）

O―１９９ TEES（transcanal endoscopic ear surgery）における
局所麻酔例の選択

三澤逸人 （名古屋医療センター）

O―２００ 当科での経外耳道的内視鏡下耳科手術（TEES） 藤岡正人 （慶應義塾大学）

O―２０１ Transcanal Endoscopic Ear Surgeryにより手術加療
を行った中耳奇形症例の検討

伊藤 吏 （山形大学）

O―２０２ 慢性中耳炎における経外耳道的内視鏡下鼓室形成術
３―４型の手術成績

大木雅文 （埼玉医科大学総合医療セ
ンター）

第６会場（会議センター 3F 302）

第 ３０ 群 内耳基礎２ （９：３０～１０：２０）

座長：神崎 晶（慶應義塾大学）菅原 一真（山口大学）
O―２０３ 内耳虚血・再灌流障害に対する水素含有生理食塩水

の保護効果
小川日出夫 （愛媛大学）

O―２０４ 高用量シスプラチン投与時のマグネシウム補充は内
耳毒性を軽減できるか

青木夏姫 （東京医科歯科大学）

O―２０５ 聴力に影響を与えないマウス内耳への薬剤投与手術 水足邦雄 （防衛医科大学校）

O―２０６ 内耳感覚細胞における JNK阻害剤による小胞体ス
トレス誘導性アポトーシスの抑制

岸野明洋 （日本大学）

O―２０７ マウス音響障害モデルの Adalimumab投与による内
耳保護効果の検討（第２報）

山本陽平 （山口大学）

第７会場（会議センター 3F 303）

第 ３１ 群 耳科・聴覚基礎 （９：３０～１０：２０）

座長：北尻真一郎（信州大学）山下 裕司（山口大学）
O―２０８ ヒト側頭骨における破骨細胞の存在について 鎌倉武史 （大阪母子医療センター）

O―２０９ 慢性中耳炎と活性酸素生成酵素 Noxに関する研究 田浦政彦 （佐世保共済病院）

O―２１０ 外有毛細胞共振説とベケシーの進行波説 森満 保 （宮崎大学）

O―２１１ 聴覚発達期ラットの蝸牛神経核におけるミクログリ
アの変化と神経活動との関連についての検討

野田昌生 （金沢大学）

O―２１２ キニンによる聴神経障害モルモットの騒音下聴皮質
神経活動の検討

釼持 睦 （聖マリアンナ医科大学）
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第８会場（会議センター 3F 304）

第 ３２ 群 喉頭 （９：３０～１０：３０）

座長：大脇 成広（滋賀医科大学）齋藤康一郎（杏林大学）
O―２１３ 声帯麻痺１，５００例の統計的観察 湯本英二 （朝日野総合病院）

O―２１４ 輪状甲状間膜の骨増生様変化により難渋した甲状軟
骨形成術４型施行例

東家 完 （一色ボイスセンター・京
都みみはな手術センター）

O―２１５ 再発性喉頭乳頭腫に対するワクチン併用療法―接種
後の経過について―

牧山 清 （日本大学）

O―２１６ 両側声帯運動不全に対する laterofixation（Ejnell
法）の有用性について

松島康二 （東邦大学医療センター大
森病院）

O―２１７ 当院における喉頭外傷例の臨床的検討 川瀬友貴 （福島県立医科大学）

O―２１８ CHARGE症候群の咽喉頭所見と気管切開の有無 角田真弓 （国立成育医療研究センタ
ー）

第９会場（会議センター 3F 315）

第 ３３ 群 感染症 （９：３０～１０：３０）

座長：林 達哉（旭川医科大学）余田 敬子（東京女子医科大学東医療センター）
O―２１９ 慢性上咽頭炎とマイコプラズマ感染症、上咽頭擦過

治療（EAT : Epipharyngeal Abrasive Therapy）の
効果について

茂木立 学 （もぎたて耳鼻咽喉科）

O―２２０ 扁桃周囲膿瘍における下極型症例の検討 北村 充 （済生会横浜市東部病院）

O―２２１ 小児結合型肺炎球菌ワクチン導入と急性中耳炎の変
化

國本 優 （広島大学）

O―２２２ ホスホリルコリン（PC）と PC重合体（リピジュ
ア）によるバイオフィルム形成の抑制

川畠雅樹 （鹿児島大学）

O―２２３ 仔マウスにおける肺炎球菌の鼻咽腔保菌に受動喫煙
が及ぼす影響

村上大地 （和歌山県立医科大学）

O―２２４ 急性喉頭蓋炎５２例の検討 宇野雅子 （川崎医科大学総合医療セ
ンター）
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第１０会場（会議センター 4F 411＋412）

第 ３４ 群 甲状腺腫瘍 （９：３０～１０：３０）

座長：上村 裕和（奈良県立医科大学）松浦 一登（宮城県立がんセンター）
O―２２５ 当科における T3優位型バセドウ病手術症例の検討 田口敦士 （京都大学）

O―２２６ 甲状腺手術の既往を有する原発性副甲状腺機能亢進
症の検討

森 祐輔 （やました甲状腺病院）

O―２２７ 超音波ガイド下選択的低圧式穿刺吸引細胞診
（SLOP―FNAC）の検討

下出祐造 （金沢医科大学）

O―２２８ 甲状腺良性疾患手術における術後反回神経麻痺の検
討

都築伸佳 （静岡赤十字病院）

O―２２９ 甲状腺手術における術中持続神経モニタリング
（CIONM）の使用経験

岡村 純 （浜松医科大学）

O―２３０ 甲状腺腫瘍手術における反回神経温存可否について
の術中神経モニタリングに対する寄与

三宅成智 （鳥取大学）

第１１会場（会議センター 4F 413）

第 ３５ 群 口腔悪性腫瘍 （９：３０～１０：１０）

座長：中平 光彦（埼玉医科大学国際医療センター）吉田 昌史（東京大学）
O―２３１ 舌扁平上皮癌における新しい TNM分類の有用性の

検討
加納里志 （北海道大学）

O―２３２ 舌扁平上皮癌（旧 T1T2症例）の頸部リンパ節転移
に関する検討

蝦原康宏 （埼玉医科大学国際医療セ
ンター）

O―２３３ 口腔癌におけるソナゾイドを用いたセンチネルリン
パ節同定法

脇坂尚宏 （金沢大学）

O―２３４ 舌癌再建手術症例の治療成績と機能評価についての
検討

是松瑞樹 （大阪国際がんセンター）

第１２会場（会議センター 4F 414＋415）

第 ３６ 群 平衡・リハビリ （９：３０～１０：２０）

座長：伊藤 八次（岐阜大学）山中 敏彰（奈良県立医科大学）
O―２３５ 前庭神経炎１カ月後の患側別の体平衡機能の変化 吉田友英 （東邦大学医療センター佐

倉病院）

O―２３６ 感覚混乱時の直立姿勢制御に関する大脳皮質血流応
答―健常人と一側前庭障害患者との比較―

高倉大匡 （富山大学）

O―２３７ 慢性めまい治療のリハビリテーションの予後に影響
を与える因子

五島史行 （東京医療センター）

O―２３８ 加齢性平衡障害へのリハビリ治療効果 野村泰之 （日本大学）

O―２３９ 一側内耳破壊ラットにおける免疫組織化学的手法を
用いた Thioperamideによる前庭代償の促進効果

松田和徳 （徳島大学）
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第１３会場（会議センター 5F 511＋512）

第 ３７ 群 一般 （９：３０～１０：２０）

座長：片田 彰博（旭川医科大学）角田 晃一（東京医療センター臨床研究センター）
O―２４０ LED光源同軸フルハイビジョンビデオ額帯鏡の開

発
都筑俊寛 （銀座コレージュ耳鼻咽喉

科）

O―２４１ Thiel法固定献体を利用した耳鼻咽喉・頭頸部外科
手術の有用性と問題点

小川武則 （東北大学）

O―２４２ 耳鼻咽喉科鳥瞰図 松山浩吉 （松山耳鼻咽喉科）

O―２４３ タバコの害について―西濃地区での防煙教室の試
み―

森 芳郎 （森耳鼻咽喉科医院）

O―２４４ 都市部近郊小規模病院の耳鼻咽喉科における複数の
子育て中の女性医師活用の試み

識名 崇 （市立池田病院）

第７会場（会議センター 3F 303）

第 ３８ 群 外中耳 （１２：５０～１３：４０）

座長：長谷川賢作（日本医科大学千葉北総病院）山本 裕（東京慈恵会医科大学）
O―２４５ 有床診療所における外耳道外骨腫（サーファーズイ

ヤー）の短期滞在手術
中西 悠 （耳鼻咽喉科サージクリニ

ック）

O―２４６ 当科における小児鼓室形成術の現状 坪田雅仁 （帝京大学医学部附属溝口
病院）

O―２４７ 癒着性中耳炎の手術―術前含気度による聴力改善予
測―

松田圭二 （宮崎大学）

O―２４８ 当科で施行した Subannular tube insertionの検討 土屋吉正 （愛知医科大学）

O―２４９ 乳様突起炎に対し手術を施行した小児４症例 高橋昌寛 （東京慈恵会医科大学）

第８会場（会議センター 3F 304）

第 ３９ 群 メニエール病 （１２：５０～１３：４０）

座長：小川 恭生（東京医科大学八王子医療センター）長沼 英明（北里大学）
O―２５０ メニエール病の一側病変と両側病変の難聴進行様式

の比較
高橋正紘 （横浜中央クリニック）

O―２５１ 当科における急性低音障害型感音難聴のメニエール
病移行例について

藤田信哉 （日本生命済生会日生病院）

O―２５２ Wideband Tympanometryの内リンパ水腫症例への
応用

小林万純 （名古屋大学）

O―２５３ 前庭片頭痛症例の Vertical perception～メニエール
病との鑑別～

青木光広 （岐阜大学）

O―２５４ 難治性内リンパ水腫疾患に対する中耳加圧療法の治
療成績

將積日出夫 （富山大学）
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第９会場（会議センター 3F 315）

第 ４０ 群 耳鳴 （１２：５０～１３：３０）

座長：野口 佳裕（国際医療福祉大学）安井 拓也（帝京大学）
O―２５５ 聴覚過敏を主訴とした感覚過敏症患者の臨床的特徴

について（第２報）
神崎 晶 （慶應義塾大学）

O―２５６ 日本語版TSCHQ（Tinnitus Sample Case History
Questionnaire）による臨床統計とその有用性に関
する検討

小島敬史 （慶應義塾大学）

O―２５７ 耳鳴診療ガイドラインの作成に向けて―診断につい
て―

佐藤宏昭 （岩手医科大学）

O―２５８ 耳鳴診療ガイドラインの作成にむけて―治療につい
て―

高橋真理子 （名古屋市立大学）

第１０会場（会議センター 4F 411＋412）

第 ４１ 群 聴神経腫瘍他 （１２：５０～１３：４０）

座長：須納瀬 弘（東京女子医科大学東医療センター）平海 晴一（岩手医科大学）
O―２５９ 聴神経腫瘍手術における顔面神経根誘発筋活動電位

を用いた術中持続顔面神経モニタリングの有用性の
検討

細谷 誠 （慶應義塾大学）

O―２６０ PANQOL日本語版を用いた聴神経腫瘍 wait and
scan患者の QOL評価

西山崇経 （慶應義塾大学）

O―２６１ 聴神経腫瘍に対する後迷路法―術中持続神経モニタ
リングを併用した手術手技の工夫

大石直樹 （慶應義塾大学）

O―２６２ 聴神経腫瘍 wait and scan患者に対する手術適応の
検討

野口 勝 （慶應義塾大学）

O―２６３ 頸静脈球型グロームス腫瘍の手術 濱田昌史 （東海大学）

第１１会場（会議センター 4F 413）

第 ４２ 群 顔面神経 （１２：５０～１３：４０）

座長：國弘 幸伸（慶應義塾大学）萩森 伸一（大阪医科大学）
O―２６４ 中・後頭蓋窩良性腫瘍手術における顔面神経機能温

存と再建の工夫
堤 剛 （東京医科歯科大学）

O―２６５ 大阪医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科を受診した顔
面神経麻痺例の臨床統計

尾﨑昭子 （大阪医科大学）

O―２６６ ウイルス性顔面神経麻痺症例における柳原４０点法ス
コアと ENoG最低値・治癒率の検討

阿部靖弘 （山形大学）

O―２６７ 経乳突顔面神経減荷術における迷路部の開放：キヌ
タ骨の一時的除去は必要か？

角田篤信 （順天堂大学医学部附属練
馬病院）

O―２６８ 膝部の完全開放を目指した経乳突的顔面神経減荷術
の治療成績

小田桐恭子 （東海大学）
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第１２会場（会議センター 4F 414＋415）

第 ４３ 群 鼻副鼻腔腫瘍２ （１２：５０～１３：４０）

座長：飯田 誠（東京慈恵会医科大学葛飾医療センター）
鈴木 元彦（名古屋市立大学高度医療教育研究センター）

O―２６９ 当科における鼻副鼻腔乳頭腫の手術症例の検討 橋本健吾 （兵庫医科大学）

O―２７０ 当院における鼻副鼻腔乳頭腫の HPV感染状況の検
討

上野貴雄 （金沢大学）

O―２７１ 当科における鼻副鼻腔内反性乳頭腫症例の臨床的検
討

大江祐一郎 （滋賀医科大学）

O―２７２ 当科で治療した鼻副鼻腔悪性腫瘍の検討 山下 懐 （琉球大学）

O―２７３ 当科における上顎洞扁平上皮癌 T4b症例の臨床的
検討

貴田紘太 （兵庫医科大学）

第１３会場（会議センター 5F 511＋512）

第 ４４ 群 高齢者頭頸部腫瘍 （１２：５０～１３：４０）

座長：持木 将人（帝京大学）横島 一彦（日本医科大学）
O―２７４ 高齢者機能評価スクリーニングツール G8の治療選

択に対する有用性
石井 亮 （東北大学）

O―２７５ 喉頭摘出に至った後期高齢者咽喉頭癌の３症例 塩野 理 （横浜労災病院）

O―２７６ 当科における高齢者頭頸部癌症例の治療選択 池宮城秀崇 （横浜市立大学）

O―２７７ 超高齢者に対する endoscopic larygo―pharyngeal
surgery

岸本 曜 （京都大学）

O―２７８ ８０歳以上の頭頸部扁平上皮癌症例に対する遊離再建
手術の検討

神山亮介 （がん研有明病院）
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XIII 一般ポスター

学術講演 第１日目 ５月３１日（木）

ポスター会場（展示ホール 1F ホール A）

P 第 １ 群 外耳・中耳 （１３：２０～１４：２０）

座長：日高 浩史（東北大学）山本 典生（京都大学）
P―００１ 血管炎の関与が疑われた一側性耳介潰瘍症例 伊藤和行 （松江赤十字病院）

P―００２ 非典型的な第一鰓裂由来外耳道瘻孔の１例 寺澤耕祐 （岐阜大学）

P―００３ 鼓膜穿孔閉鎖術 小児例についての検討 第２報 時田江里香 （昭和大学）

P―００４ 当院における鼓膜形成術の検討 廣瀬由紀 （筑波大学）

P―００５ 経外耳道的内視鏡下耳科手術を行った潜在化鼓膜の
治療成績

窪田俊憲 （山形大学）

P―００６ 鼓室形成術を要した潜在性中耳異物による慢性中耳
炎の２症例

須納瀬知輝 （東北大学）

P―００７ アブミ骨周囲に骨化病変を伴った先天性真珠腫の２
症例

木谷芳晴 （静岡県立総合病院）

P―００８ 当科で経験した結核性中耳炎の一例 古舘佐起子 （国際医療福祉大学三田病
院）

P―００９ HDヒト乾燥羊膜の上皮下組織再生への応用 藤坂実千郎 （富山大学）

P―０１０ 耳垢の決定遺伝子 ABCC11と中耳真珠腫の発症リ
スク

楠 威志 （順天堂大学医学部附属静
岡病院）

P 第 ２ 群 難聴 （１３：２０～１４：２０）

座長：小川 洋（福島県立医科大学会津医療センター）工 穣（信州大学）
P―０１１ 大阪府における新生児聴覚スクリーニング検査の現

状と問題点
奥村隆司 （大阪府耳鼻咽喉科医会）

P―０１２ 新生児聴覚スクリーニングでパスした後に発見され
た難聴児の検討

片岡祐子 （岡山大学）

P―０１３ ３歳児聴覚検診で難聴を疑われ当科を受診した児の
検討

加藤 健 （あいち小児保健医療総合
センター）

P―０１４ １歳以降で難聴と診断された児の検討 藤井可絵 （国立成育医療研究センタ
ー）

P―０１５ OTOG遺伝子変異による難聴 我那覇 章 （琉球大学）

P―０１６ 当科における機能性難聴についての検討 寺田小百合 （公立置賜総合病院）

P―０１７ 心拍数計測法による胎児聴力検査の試み 茂木怜美 （順天堂大学）

P―０１８ 補聴器の技術を取り入れた新型スピーチプロセッサ
ーの聴取能評価

中原 啓 （りんくう総合医療センタ
ー）

P―０１９ ６歳以降に対側人工内耳手術を行った症例の検討 奥田 匠 （宮崎大学）

P―０２０ 人工内耳埋込術を行った incomplete partition type3
の１例

堀 真也 （静岡県立総合病院）
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P 第 ３ 群 顔面神経・唾液腺 （１３：２０～１４：２０）

座長：角田 篤信（順天堂大学医学部附属練馬病院）古田 康（手稲渓仁会病院）
P―０２１ 術前検査で良悪性が鑑別できず、術後の病理診断に

も苦慮した耳下腺腫瘍の２例
舩越うらら （千葉市立海浜病院）

P―０２２ 耳下腺原発 secretory carcinoma３症例の検討 櫻井大樹 （千葉大学）

P―０２３ 経過中に悪性転化した後期高齢者の耳下腺癌の１症
例

近江永豪 （秋田厚生医療センター）

P―０２４ 悪性転化なく全身転移を来した顎下腺多形腺腫の１
症例

小川晋太郎 （熊本大学）

P―０２５ 当科における唾液腺腫瘍症例の検討 坂東伸幸 （北斗病院）

P―０２６ 入院加療開始後に多発脳神経障害が出現したハント
症候群の一例

若林聡子 （東京都立大塚病院）

P―０２７ 顔面神経麻痺発症後３カ月して難聴を来した Ram-
say―Hunt症候群

森倉一朗 （島根大学）

P―０２８ 交通外傷後に片側性眉毛下垂と眼瞼下垂を来した３
症例

相馬啓子 （松本歯科大学）

P―０２９ 当科におけるハント症候群症例の検討 加藤大星 （日本医科大学）

P―０３０ 水痘ワクチン定期接種化前後における Hunt症候群
発症動向の変化

古田 康 （手稲渓仁会病院）

P 第 ４ 群 甲状腺・化学療法 （１３：２０～１４：２０）

座長：大月 直樹（神戸大学）真栄田裕行（琉球大学）
P―０３１ Transmanubrial Approachにより摘出した甲状腺癌

頸部リンパ節転移の１例
江口博孝 （関西労災病院）

P―０３２ 当院における縦隔進展を認めた甲状腺腫瘍の検討 古家裕巳 （広島大学）

P―０３３ レンバチニブ使用中に未分化転化を起こした２症例 友田智哲 （伊藤病院）

P―０３４ 放射性ヨウ素療法抵抗性甲状腺分化癌における分子
標的薬の有害事象の臨床検討

白倉 聡 （がん・感染症センター都
立駒込病院）

P―０３５ 当科における進行再発甲状腺癌に対する TKI治療
の取り組みについて

川上 理 （金沢医科大学）

P―０３６ 化学療法中に発症した侵襲性肺アスペルギルス症と
その背景にある免疫抑制状態の検討

花川浩之 （四国がんセンター）

P―０３７ セツキシマブに対する DLSTが陽性となった２症
例

青井典明 （島根大学）

P―０３８ ニボルマブが有効であった耳下腺癌脳転移の一例 竹本浩太 （東広島医療センター）

P―０３９ 抗 PD―1抗体（ペムブロリズマブ）を初期治療とし
て使用し著効した肺癌合併舌癌の一症例

岡村光司 （長野赤十字病院）

P―０４０ 肺癌・下咽頭癌の重複癌（扁平上皮癌）をペンブロ
リズマブで治療したところ、異なる治療効果を示し
た１例

溝上大輔 （西埼玉中央病院）
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P 第 ５ 群 副鼻腔・アレルギー （１３：２０～１４：２０）

座長：大塚 康司（東京医科大学）出島 健司（京都第二赤十字病院）
P―０４１ １２年間のシラカバの同一樹木の同一枝に着花した雄

花の数とシラカバ花粉飛散数の関係
西澤伸志 （にしざわ耳鼻咽喉科クリ

ニック）

P―０４２ スギ花粉舌下免疫療法のヒノキ花粉症に対する免疫
学的効果

菊岡弘高 （滋賀医科大学）

P―０４３ スギ花粉飛散と比較したヒノキ花粉飛散状況の検討 渡辺哲生 （大分大学）

P―０４４ 寒暖差に伴う咳嗽について 中尾善亮 （なかお耳鼻咽喉科）

P―０４５ 当院でのサルコイドーシス患者の検討 佐々木崇博 （大阪はびきの医療センタ
ー）

P―０４６ 当科におけるアレルギー性真菌性副鼻腔炎の検討 牧原靖一郎 （香川労災病院）

P―０４７ 感冒後嗅覚障害に流行はあるか？ 愛場庸雅 （大阪市立総合医療センタ
ー）

P―０４８ 嗅覚障害が ESSにより奏効した２症例 浅間洋二 （あさま研究所）

P―０４９ 鼻粘膜における Th2炎症に対する粘膜インピーダ
ンスモニタリングの検討

中村真浩 （順天堂大学）

P―０５０ 上咽頭擦過療法が自律神経系に及ぼす影響について 伊藤宏文 （いとう耳鼻咽喉科）

P 第 ６ 群 口腔・咽頭 （１３：２０～１４：２０）

座長：阪本 浩一（大阪市立大学）髙橋 邦行（新潟大学）
P―０５１ クラリスロマイシンが有効であった線維素性唾液管

炎の一例
本庄 需 （土浦協同病院）

P―０５２ 両側顎下腺管摘出を行った線維素性唾液管炎の１例 川村善宣 （東北大学）

P―０５３ 外科的治療が奏功した Eagle症候群の１例 野澤はやぶさ （名寄市立総合病院）

P―０５４ 外切開により摘出した Eagle症候群の長期経過観察
例

小川 剛 （帝京大学）

P―０５５ 掌蹠膿疱症に対する扁桃摘出術の効果と予後因子の
検討

高原 幹 （旭川医科大学）

P―０５６ 集中治療室において加療を行った当科症例の臨床統
計

田邉陽介 （藤田保健衛生大学）

P―０５７ 小児口蓋扁桃摘出術における術後出血についての検
討～どのような状況で出血するのか～

金丸朝子 （東京都立小児総合医療セ
ンター）

P―０５８ 挿管から気管切開術までの期間が重症患者の転帰に
与える影響

土地宏朋 （手稲渓仁会病院）

P―０５９ 当科での１９５５年～２０１６年の口蓋扁桃摘出術症例につ
いて

浜口寛子 （大阪急性期・総合医療セ
ンター）

P―０６０ 扁桃周囲膿瘍症例の検討 宮澤昌行 （小田原市立病院）
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P 第 ７ 群 口腔・咽喉頭腫瘍 （１３：２０～１４：２０）

座長：岩江 信法（兵庫県立がんセンター）藤本 保志（名古屋大学）
P―０６１ 上歯肉癌治療後に発生し診断に難渋した口腔炎症性

偽腫瘍の一例
安井徹郎 （九州大学）

P―０６２ 頸部外切開により摘出した巨大な口腔底奇形腫様嚢
胞の１例

藤原 肇 （製鉄記念広畑病院）

P―０６３ 口腔底癌心臓転移の一例 藤尾久美 （神戸大学）

P―０６４ 当科における口腔癌症例の検討 平野 隆 （大分大学）

P―０６５ 早期口腔癌における後発頸部リンパ節転移の予測因
子の検討―UICC第８版の変更点をふまえて―

加納 亮 （金沢大学）

P―０６６ 上咽頭癌治療後の頭蓋底骨壊死に対する漢方治療の
１例

境 修平 （茨城県立中央病院）

P―０６７ 下咽頭原発大細胞神経内分泌癌の一例 大氣大和 （横浜労災病院）

P―０６８ Laryngotracheal Flap（LTF）による再建を行った下
咽頭癌の２例

吉田祥徳 （山形県立中央病院）

P―０６９ 当科にて下咽頭 ELPSを施行した１６例の検討 笠原善弥 （金沢大学）

P―０７０ 放射線治療歴の有無による経口的咽頭悪性腫瘍切除
術の比較

竹林慎治 （神戸市立医療センター中
央市民病院）

P 第 ８ 群 頭頸部腫瘍１ （１３：２０～１４：１４）

座長：鬼塚 哲郎（静岡県立静岡がんセンター）別府 武（埼玉県立がんセンター）
P―０７１ 耳下腺脂腺型リンパ腺腫例 加藤智久 （長浜赤十字病院）

P―０７２ 喉頭蓋顆粒細胞腫の１例 森田真美 （京都医療センター）

P―０７３ 外耳道脂腺癌の一例 山田光一郎 （日本赤十字社和歌山医療
センター）

P―０７４ 甲状腺乳頭癌治療後に未分化転化し、GM―CSF産
生が疑われた一例

伊賀順平 （関西労災病院）

P―０７５ 妊娠中に副甲状腺摘出術を施行した１例 坂本 恵 （青梅市立総合病院）

P―０７６ 副咽頭間隙腫瘍摘出後の創部MRSA感染症に続発
した血球貪食症候群の１例

野田哲平 （浜の町病院）

P―０７７ 頸部頭蓋外神経鞘腫の２症例 岡田和也 （東京山手メディカルセン
ター）

P―０７８ 頭頸部に発生した傍神経節腫３例の検討 福田祐也 （和歌山労災病院）

P―０７９ 顔面神経麻痺および急性感音難聴を初発症状とした
小児脳幹部神経膠腫の２例

久我亮介 （綜合病院山口赤十字病院）
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学術講演 第２日目 ６月１日（金）

ポスター会場（展示ホール 1F ホール A）

P 第 ９ 群 中耳 （１３：３０～１４：３０）

座長：伊藤 吏（山形大学）吉田 尚弘（自治医科大学附属さいたま医療センター）
P―０８０ 経乳突法で治療を行った側頭骨髄膜脳瘤症例 佐々木 亮 （弘前大学）

P―０８１ （演題取り下げ）
P―０８２ 顔面神経麻痺を来した真珠腫性中耳炎症例 呉 奎真 （県立広島病院）

P―０８３ 脳膿瘍を発症した中耳真珠腫の２症例 山本 光 （東海大学）

P―０８４ 鼓膜所見が正常な一側性伝音難聴症例の手術適応に
関する検討

山田浩之 （けいゆう病院）

P―０８５ 同一家系内にみられた中耳奇形について 大久保由布 （日本医科大学）

P―０８６ 術後聴力の改善を認めたMalleus barの１症例 野田実里 （岡山大学）

P―０８７ 耳硬化症における CT所見の検討 二之湯 弦 （京都府立医科大学）

P―０８８ Vibrant Soundbridge術後に修正手術を要した一例
の臨床的検討

森 安仁 （虎の門病院）

P―０８９ タブレット端末を用いた側頭骨 3Dレイヤー解剖教
材による教育の有用性について

平賀良彦 （慶應義塾大学）

P 第 １０ 群 難聴・めまい （１３：３０～１４：３０）

座長：鴫原俊太郎（日本大学）鈴木 秀明（産業医科大学）
P―０９０ 加齢を追った標準純音聴力検査・標準語音聴力検査

の記録
藤井まゆみ （藤井クリニック）

P―０９１ 高齢者の聴力の特徴 高橋雅章 （東京警察病院）

P―０９２ 突発性難聴１３６例（Grade 4：90dB以上）の治療成
績について

河野敏朗 （西横浜国際総合病院）

P―０９３ 副腎皮質ステロイドを投与しなかった突発性難聴の
聴力経過

小林泰輔 （高知大学）

P―０９４ 一酸化炭素中毒に伴う一側感音難聴が疑われた一例 松田信作 （竹田綜合病院）

P―０９５ 高齢正常圧水頭症患者の水頭症シャント術前後にお
ける聴力変動についての検討

杉浦彩子 （豊田浄水こころのクリニ
ック）

P―０９６ 難聴症状を初期に認め良好な経過をたどった内耳梅
毒の３症例

大平真也 （東邦大学医療センター大
森病院）

P―０９７ 一側聾となった前庭内の小聴神経鞘腫の１例 佐藤満雄 （近畿大学）

P―０９８ メニエール病の診断で内リンパ嚢開放術を受けた既
往を有する、両側外リンパ瘻症例を経験して

牧野邦彦 （新須磨病院）

P―０９９ 一側性メニエール病患者のMRI画像における内耳
形態左右差の検討

大崎康宏 （大阪大学）
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P 第 １１ 群 神経耳科 （１３：３０～１４：２４）

座長：角南貴司子（大阪市立大学）水田 啓介（一宮西病院）
P―１００ メニエール病症例における vHIT時 small saccade

の診断的意義についての検討
林 寿光 （岐阜大学）

P―１０１ メニエール病２症例の頭位および眼位変化について 岡田智幸 （聖マリアンナ医科大学横
浜市西部病院）

P―１０２ 難治性メニエール病に対し前庭破壊術を施行した症
例の術後経過の検討

岡本昌之 （福井大学）

P―１０３ 異常眼球運動に対する神経耳科学的検討 木村光宏 （島根県立中央病院）

P―１０４ 寝相の研究―良性発作性頭位めまい症（BPPV）に
おける睡眠時微小耳石集積理論との関連―

一條宏明 （一條耳鼻咽喉科クリニッ
ク）

P―１０５ 日常めまい診療に有用な軽量赤外線フレンツェル製
品による三次元 video―oculography

橋本 誠 （山口大学）

P―１０６ 高齢者めまいの臨床的検討 角田玲子 （目白大学）

P―１０７ 所見の乏しい高齢めまい患者における頸部血管超音
波検査の意義

隈上秀高 （長崎原爆病院）

P―１０８ 認知症患者のめまいの自覚について―アルツハイマ
ー型認知症における検討

三浦正稔 （東京都立広尾病院）

P 第 １２ 群 鼻副鼻腔 （１３：３０～１４：３０）

座長：上條 篤（山梨大学）柳 清（聖路加国際病院）
P―１０９ 鼻腔異物を伴う鼻腔放線菌症の一例 鴨頭 輝 （帝京大学）

P―１１０ ESS術後にMRSA感染による視力低下を来した１
例

野崎謙吾 （関西労災病院）

P―１１１ 鼻閉に対する内視鏡下鼻内手術前後の自覚的、他覚
的指標の検討

木下 淳 （東京逓信病院）

P―１１２ 当科での鼻副鼻腔領域における緊急手術症例の検討 寒川 泰 （香川大学）

P―１１３ ミクリッツ病における鼻副鼻腔病変の検討 太田 康 （東邦大学医療センター佐
倉病院）

P―１１４ 好酸球性副鼻腔炎若年発症例の臨床的特徴の検討 荻野枝里子 （ひろしば耳鼻咽喉科）

P―１１５ 好酸球性副鼻腔炎の重症度と好酸球性中耳炎との関
連について

長谷川雅世 （自治医科大学附属さいた
ま医療センター）

P―１１６ 慢性腎不全が原因と考えられた難治性鼻出血例 森田 勲 （大阪赤十字病院）

P―１１７ 鼻出血に対する次没食子酸ビスマス（デルマトー
ル）の有効性について

吉田亜由 （甲南病院）

P―１１８ 遺伝性出血性末梢血管拡張症における遺伝子検査の
意義

三輪高喜 （金沢医科大学）

日耳鼻 121―335



P 第 １３ 群 喉頭・嚥下 （１３：３０～１４：３０）

座長：唐帆 健浩（杏林大学）津田 豪太（聖隷佐倉市民病院）
P―１１９ 心因性失声症における脳活動異常～健常者のささや

き声発声における脳活動との比較も含めて～
喜友名朝則 （琉球大学）

P―１２０ 当科における声門開大術の検討 杉本裕彦 （国立国際医療研究センタ
ー）

P―１２１ 放射線治療の晩期障害を来した２症例 喜田有未来 （足利赤十字病院）

P―１２２ 輪状軟骨に生じた軟骨肉腫の一例 武信真佐夫 （草津総合病院）

P―１２３ 喉頭癌治療後に発症した水痘帯状疱疹ウイルスによ
る反回神経麻痺の２例

小松原靖聡 （姫路赤十字病院）

P―１２４ 頸動脈瘤破裂により急激な頸部腫脹と気道狭窄を来
した神経線維腫症１型の２症例

翁長龍太郎 （自治医科大学）

P―１２５ 統合失調症の誤嚥・窒息 古川智之 （滋賀医科大学）

P―１２６ 当科における気道異物症例の臨床的検討 後藤一貴 （獨協医科大学）

P―１２７ 気管切開術後に肉芽によるカニューレ交換困難な症
例に対して喉頭気管分離術を施行した２例

橘 澄 （東京都立多摩総合医療セ
ンター）

P―１２８ 摂食嚥下認定言語聴覚士・看護師に対する全国アン
ケート調査

加藤健吾 （東北大学）

P 第 １４ 群 咽頭・頭頸部 （１３：３０～１４：３０）

座長：櫻井 一生（藤田保健衛生大学）藤坂実千郎（富山大学）
P―１２９ 嚥下障害を来した下咽頭乳頭腫癌化例 松崎洋海 （日本大学）

P―１３０ 咽頭痛で来院し心疾患であった２例 遠藤理奈子 （足利赤十字病院）

P―１３１ 口蓋扁桃摘出術を施行した PFAPA症候群の３例 勝沼紗矢香 （兵庫県立こども病院）

P―１３２ 食道癌術後難治性頸部リンパ漏に対し、局所陰圧閉
鎖療法が有用であった症例

益田昌吾 （九州大学）

P―１３３ 扁摘パルスが有効であった成人紫斑病性腎症の一例 谷水弘毅 （日本医科大学武蔵小杉病
院）

P―１３４ 全身状態不良な菊池病の１例 山口裕貴 （聖隷浜松病院）

P―１３５ 咽喉頭術後出血に対して上部消化管内視鏡による止
血術が有効であった３症例

須藤 敏 （沖縄県立中部病院）

P―１３６ 頭頸部癌術後の皮膚潰瘍や瘻孔に対する陰圧閉鎖療
法の治療経験

岡上雄介 （天理よろづ相談所病院）

P―１３７ 経口的に手術し得た口腔底類皮嚢胞の１例 勝然昌子 （NTT東日本関東病院）

P―１３８ 頸部食道腔外へ迷入した魚骨異物例 阪本大樹 （関西医科大学）
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P 第 １５ 群 感染症 （１３：３０～１４：２４）

座長：大木 幹文（北里大学）谷川 徹（愛知医科大学）
P―１３９ マイコプラズマ感染症について 布施健生 （やまのべ耳鼻咽喉科）

P―１４０ MTX関連リンパ増殖性疾患に放線菌症を合併した
１例

三嶽大貴 （岩見沢市立総合病院）

P―１４１ 当科で経験した Lemierre症候群の一例 古谷花絵 （東邦大学医療センター大
森病院）

P―１４２ 診断に苦慮した第一鰓溝由来瘻孔および嚢胞の一例 青木由香 （上尾中央総合病院）

P―１４３ 慢性 EBV感染症から悪性リンパ腫を発症した原発
性免疫不全・活性化 PI3Kδ 症候群

大塚雄一郎 （千葉市立海浜病院）

P―１４４ Corynebacterium Pseudotuberculosisによる習慣性
扁桃炎が疑われた１症例

畑中章生 （青梅市立総合病院）

P―１４５ 上咽頭から全身リンパ節に波及したMycobacterium
mageritense 感染症例

松岡 卓 （京都桂病院）

P―１４６ メトトレキサート関連リンパ増殖性疾患の２症例 加藤光彦 （日本赤十字社医療センタ
ー）

P―１４７ 頸部リンパ節結核との鑑別に難渋した奇異性反応の
一例

高野智誠 （都立墨東病院）

P 第 １６ 群 頭頸部腫瘍２ （１３：３０～１４：３０）

座長：畠山 博充（横浜市立大学附属市民総合医療センター）
藤井 隆（大阪国際がんセンター）

P―１４８ 当科における副咽頭間隙腫瘍の検討 木村隆幸 （大阪国際がんセンター）

P―１４９ 鼻腔内に生じた神経鞘腫の２症例 桑島 秀 （岩手医科大学）

P―１５０ 持続する鼻出血で発見されたmalignant PEComaの
症例

小林大介 （伊勢赤十字病院）

P―１５１ Maxillary swing approachにて摘出した鼻副鼻腔 cy-
lindrical cell carcinomaの１例

假谷 伸 （岡山大学）

P―１５２ 上顎部分切除術に口蓋粘骨膜弁挙上を併用した鼻腔
原発悪性腫瘍の２例

穴澤卯太郎 （獨協医科大学埼玉医療セ
ンター）

P―１５３ 鼻腔癌と上咽頭癌の重複癌の１症例 柴宮夏子 （佐賀大学）

P―１５４ 多発脳転移を来した口腔咽頭喉頭がん症例 田村公一 （徳島市民病院）

P―１５５ 当科における再発・転移頭頸部癌扁平上皮癌の臨床
統計

若杉哲郎 （産業医科大学）

P―１５６ 進行頭頸部癌における COP―NLRの最適化モデル
に関する検討

中山雅博 （筑波大学）

P―１５７ 高齢者頭頸部癌患者の臨床検討 細川誠二 （浜松医科大学）
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